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１．はじめに

　日本版スチュワードシップコードの導入を受け

て、企業と投資家の目的を持った建設的対話を求

める声が高まっている。われわれは、2005年か

ら10年以上にわたって企業と建設的な対話を行

ってきており、その過程で感じた問題意識や、ど

のように企業サイドから信頼を勝ち得てきたかな

どについて述べていきたい。こうした対話方法の

共有が、今後の運用業界全体のレベルアップにつ

ながる一助となることを期待したい。

　本稿の構成は以下の通りである。まず、第２章

で簡単にあすかバリューアップ戦略の概要を俯瞰

した上で、第３章でわれわれが感じるエンゲージ

メント（建設的な対話）（注１）上の問題意識を整

理し、第４章であすかのエンゲージメント手法や

その考え方について述べる。最後に、第５章では

まとめとして、日本人投資家のエンゲージメント

活動について筆者の考えを述べたい。
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